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 北海道では関連団体と連携して、林業技術の向上や森林づくりに対する道

民の意識高揚と参加促進を図るため、全道の各地域において適切な森林整備

を実践され、模範となる優良林分を育てている森林所有者や木育活動の実施

者を評価、表彰しています。 

 この度、日高管内で受賞された方の表彰伝達式を次のとおり開催しますの

でお知らせします。 

記 

１ 日  時 令和４年１２月６日（火）14：00～14：45 

２ 場  所 日高町役場 本庁１階町長室 

      （沙流郡日高町門別本町 210 番地の１） 

３ 受 賞 者 馬場 冨士雄（ババ フジオ）氏 

      （日高町在住） 

４ 表  彰 森林所有者部門 最優秀賞（トドマツ・アカエゾマツ部門） 

５ 主  催 森と人を育てるコンクール実行委員会 

      （公益社団法人北海道森と緑の会、一般社団法人北海道造林協

会、北海道森林組合連合会、北海道の４者） 

６ 賞状伝達者 日高振興局森林室 室長 高田 伸哉 

７ 立 会 者 日高町長 大鷹 千秋 

       沙流川森林組合 代表理事組合長 松原 俊幸    

  以上 

 

報道に当たってのお願い  

 

 

担  当 

 

 

日高振興局 森林室 平取事務所 小林、藤田 

電話 01457－2－2979 

 



【抜粋版】】令和４年度森と人を育てるコンクール実施要領

１ 趣 旨

全道の各地域において適切な森林整備を実践し、模範となる優良林分を育てている森林所有者及び木育活動

の実施者を評価、表彰し、林業技術の向上や森林づくりに対する道民の意識高揚と参加促進を図る。

２ 名 称

令和４年度森と人を育てるコンクール

３ 主 催

森と人を育てるコンクール実行委員会（以下「実行委員会」という。）

（公益社団法人北海道森と緑の会、一般社団法人北海道造林協会、北海道森林組合連合会、北海道の四者で

構成し、公益社団法人北海道森と緑の会理事長が実行委員長を努める。）

４ 事務局

実行委員会の事務局は、公益社団法人北海道森と緑の会に置く。

５ 実施方法

（１）参加資格及び対象林分

○森林所有者

参加資格

・民有林のうち私有林（展示林、普及施設等の普及指導に利用されている森林を除く。）

の森林所有者。

参加基準

・森林経営計画を作成し、森林の適切な管理・育成により、地域の模範事例と認められる次の林分

・過去に「ほっかいどう地球温暖化防止貢献の森林づくりコンクール」の表彰を受けた林分（最優秀

賞は除く）であっても、受賞の翌年度から５年以上経過し、新たに間伐等の施業を実施した林分も

対象とする。ただし、出展回数は２回を限度とする。

樹種：トドマツ、カラマツ類(グイマツを含む)（以下カラマツという）、アカエゾマツ、スギの人工

造林地

面積：トドマツ、カラマツ、アカエゾマツは0.50ｈａ以上

スギは0.30ｈａ以上

林齢：トドマツ、カラマツ、アカエゾマツは３１～４５年生

スギは３１～５５年生

○木育活動を行う団体等

参加資格

・木育活動（植樹・育樹は必須）を積極的、継続的に実践している団体・企業等

・過去に「ほっかいどう地球温暖化防止貢献の森林づくりコンクール」の表彰を受けた団体（最優秀

賞を除く）であっても、受賞後５年以上を経過している場合は参加資格を有するものとする。

参加基準

・木育活動（植樹・育樹は必須）を５年以上継続していること

※省略

（６）表 彰

森林所有者（トドマツ・アカエゾマツ、カラマツ、スギの３部門）、木育（１部門）の各部門ごとに、次の

入賞者を決定し表彰する。

最優秀賞 １点 北海道知事

優秀賞 最優秀賞以外で優秀と認められるもの 実行委員会委員長

奨励賞 優秀賞まで入賞以外の参加者 実行委員会委員長

-




